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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

会
員
・
家
族
無
料

講
師　

 

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

定
員　

30
人

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

２
０
１
３
年
度
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
相
続
税
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

 

６
月
19
日
・
26
日
、
７
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
各

水
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

井
川
博
幸
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

受
講
料　

２
万
５
千
円
（
全
５
回
初
回
時
一
括
払
い
）

持
ち
物　

電
卓
、
筆
記
用
具
、
受
講
料
（
初
回
時
）

※
参
加
者
に
は
要
綱
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催　

簡
易
記
帳
講
座

記
帳
の
基
礎　

現
金
出
納
帳
か
ら
損
益
計
算
書
ま
で

記
念
講
演　

小
山
明
子
氏
（
女
優
）

日
時　

６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館

第
６
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

さ
さ
え
よ
う
患
者
と
家
族　

考
え
よ
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

お
だ
や
か
な
最
期
を
迎
え
て
も
ら
う
た
め
に

日
時　

 

５
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時
（
開
場
は
午
後

２
時
45
分
）

会
場　

 

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
21
階
「
ス
ノ
ー

ベ
リ
ー
」
の
間
（
Ｊ
Ｒ
「
難
波
」
駅
徒
歩
１
分
）

定
員　

１
５
０
人

講
師　

 

孫
崎
享
氏
（
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
、
元
防
衛
大

学
校
教
授
）

会
費　

無
料　

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

第
51
回
定
期
総
会　

市
民
公
開
講
演
会

戦
後
史
の
タ
ブ
ー
に
迫
る
！

284

父とのプロレス観戦
高橋　司（平野区）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

２
０
１
２
年
の
年
末
に
、

同
級
生
と
東
京
に
プ
ロ
レ
ス

を
観
に
行
っ
た
。
彼
と
は
学

生
時
代
か
ら
一
緒
に
何
度
も

観
戦
に
行
っ
た
。
そ
う
い
え

ば
20
世
紀
最
後
の
日
も
、
独

身
最
後
の
夜
も
一
緒
に
プ
ロ

レ
ス
を
観
に
行
っ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
プ

ロ
レ
ス
の
黄
金
期
で
あ
っ

た
。
毎
週
金
曜
日
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
土
曜
の

朝
の
学
校
の
友
達
と
の
話
題

は
、
前
日
の
試
合
の
事
で
あ

っ
た
。

　

初
め
て
生
で
観
戦
し
た
の

は
、
小
学
校
５
年
生
の
時
の

旧
大
阪
府
立
体
育
館
で
あ
っ

た
。
今
と
違
っ
て
大
人
の
客

が
多
く
、
な
ん
だ
か
異
様
な

雰
囲
気
だ
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
な
い

時
代
、
チ
ケ
ッ
ト
も
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
ま
で
買
い
に
行
き
プ

ロ
レ
ス
観
戦
も
手
間
の
か
か

る
時
代
だ
っ
た
。

　

そ
の
日
は
平
日
の
夜
だ
っ

た
が
、
歯
科
医
の
父
は
私
を

プ
ロ
レ
ス
に
連
れ
て
行
く
た

め
に
午
後
か
ら
休
診
に
し

た
。
自
分
が
同
じ
歯
科
医
に

な
り
、
な
か
な
か
そ
ん
な
休

診
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
よ
く
休
ん
で
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

歯
科
医
の
い
い
時
代
だ
っ
た

の
か
、
何
度
か
仕
事
を
休
ん

で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ

た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
帰
り
道
に

車
が
検
問
に
合
い
、
警
察
官

に
「
お
孫
さ
ん
で
す
か
？
」

と
言
わ
れ
怒
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
た
。

　

そ
ん
な
父
も
今
年
83
歳
に

な
る
。
昨
年
あ
た
り
か
ら
少

し
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
。

昔
の
事
を
す
こ
し
は
覚
え
て

い
る
が
、
一
緒
に
プ
ロ
レ
ス

を
観
戦
し
た
こ
と
は
ま
だ
覚

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

私
に
と
っ
て
は
父
と
の
大
切

な
思
い
出
で
あ
る
。

　

今
、
こ
の
日
の
試
合
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
観
な
が
ら
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
猪

木
が
大
ピ
ン
チ
な
の
で
こ
の

あ
た
り
で
筆
を
置
き
た
い
。

ち
な
み
に
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は

50
歳
の
父
と
11
歳
の
私
が
チ

ラ
ッ
と
映
っ
て
い
る
。

　

高
橋
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
李
和

錫
先
生
（
平
野
区
）
で
す
。

　

歯
科
医
は
放
射
線
被
曝
問

題
の
専
門
家
で
な
い
が
、
日

常
的
な
使
用
者
で
あ
る
。
歯

科
医
も
患
者
も
そ
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
が
、
無
知
で
な

く
と
も
貧
弱
な
知
識
の
ま
ま

で
は
悪
影
響
の
加
害
者
側
に

立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

高
木
学
校
の
同
書
は
医
療

被
曝
の
リ
ス
ク
を
大
量
の
文

献
と
多
数
の
執
筆
者
に
よ

り
、
多
方
面
か
ら
の
切
り
口

で
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
重
大
な
問
題
提
起

と
具
体
的
な
実
践
提
案
を
し

て
い
る
。

　

歯
科
医
師
読
者
た
ち
に
は

僭
越
だ
が
、
こ
の
本
を
読
ん

で
日
常
診
療
に
役
立
て
て
ほ

し
い
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
を
検
証

す
る
時
間
と
手
間
を
追
い
越

し
て
、
科
学
は
自
律
的
に
更

な
る
進
展
を
続
け
つ
つ
あ

る
。
科
学
そ
の
も
の
の
進
歩

の
面
だ
け
で
な
く
、
経
済
的

収
益
面
か
ら
多
く
の
医
療
人

や
器
具
メ
ー
カ
ー
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
つ
つ
、
こ

の
奔
流
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
専
門
分
野

は
多
岐
に
わ
た
り
、
最
先
端

の
専
門
家
の
多
く
が
専
門
馬

鹿
に
な
り
か
ね
な
い
。

専
門
家
に
預
け
て
、
歯
科
医

が
自
分
に
好
都
合
な
情
報
以

外
は
無
知
の
ま
ま
診
療
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
歯
科
医

は
Ｘ
線
検
査
が
避
け
ら
れ
な

い
だ
け
に
、
い
っ
そ
う
専
門

家
に
近
い
知
識
と
理
屈
を
元

に
し
た
用
心
深
さ
と
繊
細
な

実
践
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

現
在
の
豊
か
な
物
質
文
明

の
社
会
で
は
、
気
付
か
ぬ
間

に
身
の
周
り
は
電
子
機
器
だ

ら
け
で
、
同
時
に
人
工
の
放

射
性
物
質
だ
ら
け
に
な
っ
て

　

現
在
の
歯
科
医
療
で
Ｘ
線

検
査
は
よ
ほ
ど
の
軽
症
で
な

い
限
り
必
須
で
あ
る
。
こ
れ

無
し
で
は
切
削
器
具
無
し
の

診
療
や
、
高
齢
歯
科
医
が
老

眼
鏡
無
し
で
診
療
す
る
に
等

し
い
。
だ
が
、
放
射
線
被
曝

の
人
体
へ
の
影
響
の
問
題
を

れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

漫
然
」
と
保
護
申
請
を
却
下

し
た
と
し
て
、
国
家
賠
償
法

上
の
違
法
性
も
認
め
、
不
当

に
自
動
車
保
有
を
制
限
す
る

枚
方
市
福
祉
事
務
所
長
の
運

用
を
厳
し
く
戒
め
、
却
下
の

取
り
消
し
と
１
７
２
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
。
そ
の
上

で
、
保
有
を
認
め
ら
れ
た
自

動
車
の
日
常
生
活
で
の
使
用

に
つ
い
て
も
、「
被
保
護
者

の
自
立
助
長
及
び
そ
の
保
有

す
る
財
産
の
活
用
と
い
う
観

点
か
ら
、
む
し
ろ
当
然
」
と

し
て
、
市
に
柔
軟
に
解
釈
す

る
こ
と
を
求
め
た
。

　

判
決
を
受
け
、
弁
護
団
声

明
は
、「
障
害
者
の
完
全
参

加
と
平
等
の
意
義
を
十
分
に

理
解
し
て
い
る
も
の
」
と

し
、
今
後
の
制
度
運
用
に
影

響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

女
性
は
、
生
ま
れ
つ
き
股

関
節
に
障
害
が
あ
る
佐
藤
キ

ヨ
子
さ
ん
（
73
）。
通
院
や

日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
自

動
車
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

７
年
前
に
生
活
保
護
を
受
け

始
め
た
が
、
自
動
車
保
有
を

理
由
に
市
か
ら
一
時
、
保
護

費
の
支
給
打
ち
切
り
処
分
を

受
け
た
。

　

大
阪
地
裁
は
４
月
19
日
の

判
決
で
、
実
質
的
な
検
討
を

行
わ
ず
「
自
動
車
が
処
分
さ

　

自
動
車
保
有
を
理
由
に
生
活
保
護
の
却
下

処
分
を
受
け
た
の
は
不
当
と
し
て
枚
方
市
の

女
性
が
同
市
を
訴
え
て
い
た
裁
判
で
、
大
阪

地
裁
が
市
の
違
法
性
を
認
め
、
損
害
賠
償
の

支
払
い
な
ど
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
。
市

は
２
日
、
控
訴
を
断
念
し
た
。

日
常
診
療
に
役
立
つ
実
践
提
案

定価：600円＋税
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判
決
を
受
け
報
告
集
会
で
話

す
佐
藤
さ
ん
（
右
端
）
＝
４

月
19
日
、
枚
方
市　
　
　
　

受ける？ 受けない？
エックス線 ＣＴ検査 医療被ばくのリスク

高木学校医療被ばく問題研究グループ著

枚方・生活保護
自動車保有訴訟

打
ち
切
り
処
分
は
違
法
と
判
決

弁
護
団〝
制
度
運
用
に
影
響
〞

日
時　

６
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

対
象　

 

会
員
本
人
に
限
る　
　

会
費　

会
員
千
円

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』

（
２
０
１
０
年
８
月
版
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

あ
な
ど
れ
な
い
生
活
保
護
個
別
指
導
を
含
め
て


